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関 して討論 し,次への展望を切 り拓 くことを 目的としたいO








分子的様相は励起準位(ちおいてよ り強 く発現 してお り,これ ら殆んどが共鳴J
反応によ り見出されている ｡ 束縛状聾近似での'瀬扱いのみでは明らかに不充分
であ り,この方面での発展は,原子核蘭相互作用の問題,反応機構野間顧など
との関連で多 くのテーマが予想されるO l
(4) 壕力なち びに核物質 と4体相関
核物質に寧げ,b結合エネJVギ｣の計算において2体相由を主 とする Brue-ヽ
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栄) ･樋浦 順 (北大)が基研滞在中のとき_に,提案を代って行なう｡
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相和44年度後期研究計画応募∵覧
短 期 て研 究 計~画
1∴素短子の時空記述
提 案 理 由





1. 古典力学的あるいは幾何学的な意味における ¶ ひろがったもの "とい う
イメージから出発 して,それを量子化し,さらに第 2量子化す云ことによ
って,ひろがった素粒子に関する場の量子論をつ くるとい う方向｡ ～
同 じく古典力学的イメージと上っても,多体系を出発点にとれば非局所




いろいろ板 りあげ,経験 とマッチするものを発見 しようとする方向,この
方向は無限成分を持っ波動方程式の理論 と一番密接な関係にあるO



















提 案 者 湯 川 秀 樹 , 片 山 泰 久 ,
田 甲 正
時 期 11月 以 後 5日間






RPson叩 甲 の分類が,.主 として non-rela,quark模型により分析 さ
れ ,-定性埠な性質が説明されているが,定量的な面で充分な結果を得ていないO
こ?.よう年間題を熟 .,進める為には, ｢どこまでが had-ron､の Ievelで理
解一できる閥轟であそ甲か･? 複合性の反映として確実にとらえ うる現象は何か′
? 複合性の本質, consも.ituent の実体の持つ性格等を,一つ一つ明らか
にして行く ことが｣現時点において重要である｡又 Reggeや q_nark eoun-
ting が部分的に成功 していると思われる high energy･reaction の現
象を Reso.め周辺の問題 として,Re80nanCe との関連においてとらえ素
粒子の構造解明の手がか りをえたい olしたがって
ヽ
1) 日出lad_ron levelから (nonrelaq_narkmod.白1等 ) とhaq.ron
-1eveiからとの検討 ･批判を行なう｡
2) fie83.-Reglge-Duality,PomeranchOn をどう考えるか'Reso-
nanceproduction〉plc)cesS,momentum transfer などによる fieS〇･
のノr甲aCtionに果す役割等を明らかにするo
参 加 人員 約 一20名
世 話 人 小･林 昭 三 , 音 r井 博 明






1958年度基研短期研究会として上と同 じ題の研究､会が開催 され ,
ProgressS1pplementに収録 されている｡その後10年間に おけるこ
の分野の発展は,内容を完全に reviSeするに至った ｡ この研究会では非







を考えてい るO成果のなかでまとまった部分は Pr量かess Supplement









ハ) 開催希望時期 11月 5日間










凌近話葦になっていろ Veneziano模型一つをとってみて も,その形を導 く













2)素粒子反応の d_uality, 実一境的 evid_enee,a_ualitya_iagram
ete.
5)ゝ 素粒子模型とその後証 複合模型,流れ模型,?tC.
4) Veneziano模型 q_uak linediagram との関連の明確化
etc.
5) 素粒子の嘩エネ/レギー橿限現象 LoosEnergyLimit Theorems,
Current Algeやra'ChiralDynamics.etC.







































始めた各大学の教育 ･研究 S/ステムの中に閉 じこもり,学問的閉鎖性に陥ちい
っていた点にある.叉それは新 しい現象を基礎とした埋詮的発展にとって生の












り,このヰいを通 じて我が垣の将来計画を再建する点にある ｡ 特に素粒子とい














参 加 人 数 約 20名
世 爵 人 二 宮 勘 輔
･小 柳 義 夫
野 田 二次男





新しい力学 (従ってまた,新 しい物理概念)創造のための ワンステップと
して,我々は ｢琴型 と構造｣.の立場からの Weak 工nt.の現象の分析を試み
る O
すでに,多くの人々に よって提唱されている吹urbaryonsけなるものの功/







siticTlを仮定 して nonle,pも?nichyperCn,a-eca.vsの S-wave
d-ecay声と p-wa･誓 d･ecaysとの両者を同時に説明することを欝みた｡.∫








るべ きである｡そのような目的意識の上で,我々､は差 し当って は,もう少


















明で きる･ことがわかったo (A･Murayama,∴preprint)蓬･た KIatSu-
ya,Koiaeによる q_uartetmod_elに基 くWeak inもeraCtionの統
二的理解の試みも一応 まとめられたO両者の関連を調べろことは課題のひ
とつであるoKatSuya･はさらに Aや･一一 n 2体 .transitionのの意味
をさぐるために K - 2γ,K - 57Tなどの現象論的解析を行fj:つているo
Nakamura,Korl_hOは Urbaヱ豆onへの新 しい糸口を見出すため nopユー
eptonicJa-ecayの現象論的整理を徹底的にや .9つつあるOさらに
Konnoは虜近導入 した "angle"を用いて nonleptonioK一aecay
を分析 し,実験と consiStentな結果を得た｡
メンバー及び o提案説明者
o村 山 昭 浩 酵 矢 光 昭 (北大理)
紺 野 公 明 中 村 勝 也 (日大理工)






2.Progres畠 supplement tSomeTopics in the
theory ofLatticeDynamicsl'編集と将来計画の討論
目 的
















戸 田 盛 和 (乗数大理)
広 岡 - (早木理工)
中 沢 宏 (京大埋)













渡 部 三 雄 (東北大理) o遠 藤 裕 久 (衰大理)
〔会合の開催希望期間〕
昭和 44年 10月 15日- 20月 昭和 4-4年 1月 20日～ 27日
〔参加予定者〕 ､
小 川 泰 (京大理)
















南 栄 O堀 淳 一
会合の開催希望時期
11月頃 1週間
-555-
